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ある。もっと具体的にいえば、①酒の基本データを記述(銘柄名，呑んだ日付など) 、② 酒を味わう、③ テイス
ティングコメントを言葉で記述する、④ 酒の描画表象を記述する (この際，描画には補助的に言葉によるキャプ
ションが施されることもある) 、⑤ 補足データとして記述の自信度とその酒への好感度を5件法で記録するとい
うものである。描画の手法はカンディンスキーの『点と線から面へ』から着想を得ており、① 点 、② 線（直線，
角，鋭角，直角，鈍角，曲線，波状曲線，線の反復）、③  平面（円形，楕円，自由形態）を使う。 
この研究の面白いところは、比較的自由に、そして直感的に描いた味覚描写の丹念な構造分析を行い、角、矢
印、波線、自由曲線、円、楕円、球、スクリブル、塗りつぶしなどの要素（もっと一般化していうなら、尖った
Angularityとか丸いRoundnessなどの要素）を抽出し、分析、解釈を可能にしているところである。形が味覚
の表現を媒介するということはこれまでの研究でも主張されてきたが、その研究法は上記のように「甘味は以下
の図形のどれか」のような選択を参加者に求めるものであった。選択式の実験の結果、これまで、うま味や酸味
は角張ったangularな図形と結びつくと主張されてきたが、この研究では実際に日本酒を味わい、それを線画で
描写する方法を用いた結果、日本酒のうま味は丸い図形（roundness）と結びつくということを示した。また、
辛味、渋味などの刺激としての味はこれまで研究の対象とされてこなかったが、両者は描画表象によって象徴的
に角張った形に対して記述されるという可能性も示している。 
描画表象は第一人称研究として位置づけられ、さらに多くの描画表象の実験を行う必要があるが、福島君は、
描画で日本酒の味を表現するための要素を明らかにしており、福島式表現方法が広く使用されるようになること
が期待できる。この描画表象法は、味覚研究において新たな研究方法を切り拓いたものであり、間違いなく大き
な注目が集まるものと高く評価したい。 
本研究の独自性としては、3点を挙げることができる。第一に、モノとしての味覚からコトとしても味覚へシ
フトした上で、味覚の言語表象論のモデル化を行ったことを挙げることができる。第二に、味覚表現における音
象徴語の役割を研究する手法として、形式遮蔽法、スコープ分析、オノマトペ検索システムなどを開発したこと
である。特に、形式遮断法は、音象徴語が全体として何を修飾しているかを多次元尺度法を使って明らかにする
ものであり、音象徴語の役割が可視化できる工夫である。これは、音韻や形態のパターン、すなわち「S音で始
まる語」や「２拍語基の語」をまとめて形式遮蔽するという手法をとることで、より精緻な意味の所在を問うこ
とが可能である。そして、第三に、コトとしての味覚の表象を具体的に描画と言語記述という方法によって可能
にしたことを挙げることができる。 
 
福島君は、抜群の着想力と実行力を備えており、一流の研究者としてのこれからも大いに期待ができる。この
論文はそれを証明する卓越した内容に仕上がっており、著者が十分な研究能力、その基礎となる学識、新たな研
究領野を切り拓く発想力と実行力を持っていることを示すものである。よって、本論文審査委員会は、著者は博
士（学術）の学位を受ける資格があるものと認める。 
 
 
